









































































































































































































































































































































































No． 名 称 特定原材料 ELISA試験（μg／g）モリナが 日ハム
確認試験
（PCR法） 備　考
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
魚肉練り製品
ローストチキンハム
洋生菓子
魚肉練り製品
和菓子
そうざい
冷凍食品
生ラーメン
生ラーメン
即席カップ麺
生ラーメン
ゆでうどん
生ラーメン
半生うどん
生ラーメン
アイスクリーム
アイスクリーム
洋菓子
パン
焼菓子
生菓子
小麦
小麦
小麦
小麦
小麦
小麦
小麦
そば
そば
そば
そば
そば
そば
そば
そば
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
1．7
NDNDND
NDNDND
2．2
L5
ND
2．6
ND
3．6
0．8
NDNDND
NDNDNDND
0．6
NDNDND
NDNDND
9．7
6．6
ND
7．0
0．8
6．1
1．8
0．3
ND
NDNDND
O．9
ND
陽性 注意記載あり＊
注意記載あり＊
注意記載あり＊
No， 名 称
　　　　　　ELISA試験（μg／g）確認試験（ウェスタンブロット法）特定原材料　　　　　　モリナガ　　日ハム　　　　1　　　　　2 備　考
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
ポークウインナーソーセージ
フランクフルトソーセージ
フランクフルトソーセージ
つくだ煮
焼菓子
ポークソーセージ
サケフレーク
食パン
ビーフハム
油菓子
なると
ロースハム
ギョウザの皮
なると
乳
乳
乳
乳
乳
乳
卵
卵
卵
卵
卵
卵
卵
卵
NDNDNDND
NDNDNDND
＞400
ND
85
0．5
ND
！．4
NDNDNDND
O．4
ND
NDND
＞200
ND
71
NDNDND
陽性
陽性
陽性
陽性
表示あり＊＊
表示なし榊
乳及び卵のELISA試験：改良検査法8）キット（モリナガFASTPET，日ハムVer．II）を使用．
乳の確認試験1：カゼイン，　　　確認試験2：ラクトグロブリン
卵の確認試験1＝オボアルブミン，確認試験2：オボムコイド
＊No．8，13，15については，「当社工場ではそばを含む製品を製造しております」旨の表記あり．
＊＊ mo．30は原材料表示に「卵」の記載有り．
＊料mo．32は製造工程での爽雑i．保健所からの指導により自主回収された．
ND＝モリナガ0．4μg／g未満．日ハム0．2μg／g未満．一＝試験せず．
と」の2検体では，卵タンパクの混入が認められ，2種類
のELISA法でそれぞれ，＞400，＞200μg／g及び85，71
μg／gの値を示した．2検体がELISA法で10μg／g以上
の混入を示したことから，ウェスタンブロヅト法による確
認試験を行った．図4には両試料のウェスタンブロット法
によるオボアルブミンの確認試験結果を，図5にはオボム
コイドの確認試験結果を示した．No．30及びNo．32の2
検体ともに，オボアルブミン及びオボムコイド両タンパク
の混入が認められた．No．30「ビーフハム」には原材料表
示に「卵」の記載があったため，表示上の問題は全くなく，
陽性コントロールとして検査を行った．しかし，No．32
「なると」には「卵」の表示が無く，製品は直ちに自主回
収された．
　平成16年度と17年度の検査結果を見ると，陽性と確認
一64一
された事例は，表示義務に対する認識の欠如や製造工程に
おけるコンタミネーションによるものであった．特に，生
ラーメンやうどん類では微量なそばタンパクの混入が疑わ
れるような検体が見受けられた．麺類の製造では製造工程
が同一である場合，そば粉の混入が危惧される報告10）が
あること，そばアレルギーは乳アレルギーに比較すると重
篤な症状を呈すること11）から，小麦製品とそば製品を同
時に扱う麺製造所では，微量混入による食物アンルギー事
故を回避するために，製造ラインを分離することや洗浄に
十分野注意を払う必要がある．また，コンタミネーション
防止対策の徹底を図ってもなお，その可能性が排除できな
い場合については注意を喚起する旨の表示を記載すること
が望ましいといえる．
　以上のことから，製造者は製品の安全性管理の面から，
表示義務に対する注意の喚起，製造工程の分離・洗浄，原
材料のトレーサビリティー（追跡管理）の徹底を図ること
顛喋23456789耀◎
　　碗aa　35　kDa
嗣働亀． ．響鮪…・
MW　雇0　壌．O　O．5　研W　25　25　25　餓W　30　30　30
　（芦9Pro㌍ln’酬L，　　　　　｛再試験｝　　　　　　（再醐
　　図1ウエスタンプロット法による乳の確認試験
　　　　　（カゼイン）
レーンMW：分子量マーカー，レーン10，1．0，0．5：乳標準試料
10，1．0及び0．5μgタンパク／mL（各20μLアプライ），レーン
25：試料No．25及びNo．25再試験（各20μLアプライ），レーン
30：試料No．30及びNo．30再試験（各20μLアプライ）
　　→
雪2か127bP
伯ObPMK試料88ソバ（一）ソバ¢試料88ソバ卍（～）ソパ
フ3イマー＝　　植物DNA検出用　　　　　ソバ検出用
　　　　　　（＋）　　　　（一）　　　（＋）　　　（一〉
　　　　　図3　PCR法によるそばの確認試験
レーンM：100bpマーカー，レーン1及び2＝試料8DNA十植物
DNA検出用プライマー，レーン3：そば標準試料DNA＋植物
DNA検出用プライマー，レーン4＝植物DNA検出用プライマーの
み，レーン51そば標準試料DNAのみ，レーン6及び7：試料8
DNA＋そばDNA検出用プライマー，レーン8：そば標準試料
DNA＋そばDNA検出用プライマー，レーン9：そばDNA検出用
プライマーのみ，レーン10：そば標準試料DNAのみ
一軸
・顧
　　→　　　群．
ca．噴9　kDa
翻簾縣硝轍縢　り鮮　　　獺醐
　嚇　　　　　　禰鵬齢＿
ca．50　kDa　鼻」議 轟鰐｛鰍｛外｛終
蓼げ四三　10　　壌．0　　0．5　　㎜　　25　　25　25　　隔躍智響　30　　30　　30
　｛μ9Prot¢in’糠L）　　　（再試験1　　　　（翼心当｝
M胃　　1〔〕　　1，〔｝　　◎．5　　納轡32　　32　　32　　32　　3e　　　3〔〕　M騨
　　（μgPrσ乏ein／劇L）　　　　　　　　　　　　　（再言納）　（20μL）GOμ【圏）
　　図2　ウエスタンプロット法による乳の確認試験
　　　　　（ラクトグロブリン）
レーンMW＝分子量マーカー，レーン10，1．0，0．5：乳標準試料
10，1．0及び0，5μgタンパク／mL（各20μLアプライ），レーン
25：試料No．25及びNo．25再試験（各20μLアプライ），レーン
30：試料No．30及びNo．30再試験（各20μLアプライ）
　　図4　ウエスタンプロット法による卵の確認試験
　　　　　（オボアルブミン）
レーンMW＝分子量マーカー，レーン10，1．0，0．5：卵標準試料
10，1．0及び0．5μgタンパク／mL（各20μLアプライ），レーン32
＝試料No．32及びNo．32再試験（各20μLアプライ），レーン30：
試料No．30（20μLアプライ）及び試料No．30（10μLアプライ）
一65一
文 献
　　→　』穫舞
37帽38kDa
這葺轟器
　　　　　醗W10　4．OO．5研W323232323030MW
　　　　i　　　｛μgProteln廟L｝　　　　　　｛再試験）⑫OμL）㈹μL｝
　　図5　ウエスタンプロット法による卵の確認試験
　　　　　（オボムコイド）
レーンMW：分子量マーカー，レーン10，1．0，0．5＝卵標準試料
10，1．0及び0，5μgタンパク／lnL（各20μLアプライ），レーン32
：試料No．32及びNo．32再試験（各20μLアプライ），レーン30：
試料No．30（20μLアプライ）及び試料No．30（10μLアプライ）
が必要となる．さらには，消費者が適正な判断を下せるよ
うなきめ細かい表示を行うことが求められると考える．
　本モニタリング検査において，試料採取にご協力を頂き
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1）池松かおり，田知本四，杉崎千鶴子，宿谷明紀，海老澤元
　　宏＝アレルギー，55，140（2006）
2）丸井英二：保健の科学，45，156（2003）
3）林隆章：しゃりばり，288，60（2006）
4）佐藤千鶴子，斉藤明子，橋本　諭，平川由紀子，大瀬真知
　　子，縄井詠子，安達邦子，澤田扶美代，貝田富子，川田美
　　恵子，我妻義則：道衛研所報，51，32（2001）
5）海老澤元宏：アレルギー，55，107（2006）
6）厚生労働省医薬局食品保健部長通知食発第79号「食品衛
　　生法施行規則及び乳製品の成分規格に関する省令の一部を
　　改正する省令等の施行について」，平成13年3月15日
　　（http：／／wwwhourei．mhlw．go．jp）
7）厚生労働省医薬局食品保健部長通知食発第1106001号「ア
　　レルギー物質を含む食品の検査法について」，平成14年
　　11月6日　（http：／／wwwhourei．mhlw．gojp）
8）厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知食発第1011002号
　　「アレルギー物質を含む食品の検査法について（一部改
　　正）」，平成17年10月11日（http：／／wwwhourei．mhlw．
　　gojp）
9）Watanabe　Y，　Aburatani　K，　Mizumura　T，　Sakai　M，
　　Muraoka　S，　Mamegosi　S，　Honjoh　T：J．　Immuno1．
　　Methods，300，115（2005）
！0）扇谷陽子，坪井　弘，大川一美，藤田晃三：第42回全国
　　衛生化学技術協議会年会講演集，126（2005）
11）上野川修一：乳の科学，朝倉書店，東京，2001，p．137
一66一
